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内藤哲雄 1993 個人別態度構造の分析について 信
州大学人文学部人文科学論集，27，43-69.
内藤哲雄 1997 PAC分析実施法入門：｢個｣を科学す
る新技法への招待 ナカニシヤ出版
要旨
本研究の目的は、インシデント・プロセス法による
保育カンファレンスが新任保育士の専門的発達に及ぼ
す効果を明らかにすることであった。保育カンファレ
ンスの効果を検討するために保育士に対して3年間に
計3回のPAC分析によるイメージ分析が実施された。
結果から、困っていることを話せることと他の保育者
の質問から新たな視点を得ることが重要であることが
示唆された。
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